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12月定例会 

さい議会だより180号 ② 

 

平
成
29
年
第
４
回
定
例
会
は
、
12
月
６
日
か
ら
８
日
ま
で
の
３
日
間
の
会
期
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

村
長
か
ら
、
条
例
案
４
件
・
補
正
予
算
案
４
件
・
同
意
３
件
・
そ
の
他
２
件
の
計
13
件
、
議
員
か
ら

条
例
案
１
件
・
意
見
書
案
２
件
が
提
出
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
ど
お
り
決
し
ま
し
た
。 

 

な
お
、
今
定
例
会
は
議
員
１
名
が
病
気
療
養
中
の
た
め
欠
席
し
、
７
名
中
６
名
の
出
席
に
よ
り
審
議
を

行
い
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 

（
平
成
29
年
12
月
現
在
の
議
員
定
数
８
名･･･

在
職
議
員
７
名
、
欠
員
１
名
） 

 

 ※下北圏域の独身者の婚姻を支援し、移住・定住につなげていくもの。平成 29 年度
は 10 月 21日～22日、薬研温泉と尻屋崎を主会場に開催され、下北在住の男性
15 人、下北在住を含む女性 10 人が参加し、５組のカップルが成立している。平
成30年度は北通りのジオサイトを巡るコースが予定されている。 

審 議  し  た  主  な  議  案 

〇特別職の職員の給料等に関する条例の一部を改正する条例 
 平成 29 年人事院勧告及び青森県人事委員会の勧告に基づき青森県が実施する
方針に沿い、特別職の職員の期末手当の支給率を改正する。 
  平成29年12月分 支給率160／100 → 170／100 
  平成30年 ６月分 支給率145／100 → 150／100 
  平成30年12月分 支給率170／100 → 165／100 
 
〇職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 
 平成 29 年人事院勧告及び青森県人事委員会の勧告に基づき青森県が実施する
方針に沿い、職員の給料を若年層で 1000 円程度、その他 400 円程度引き上げ
る。また、勤勉手当の支給率を改正する。 
  平成29年12月分 支給率77.5／100 → 92.5／100 
  平成30年 ６月分 支給率77.5／100 → 85.0／100 
  平成30年12月分 支給率92.5／100 → 85.0／100 
 
【議員発議】 
〇佐井村議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改
正する条例 

 佐井村が実施する給与改定方針に沿い、議会議員の期末手当の支給率を改正す
る。 
  平成29年12月分 支給率160／100 → 170／100 
  平成30年 ６月分 支給率145／100 → 150／100 
  平成30年12月分 支給率170／100 → 165／100 
 
〇定住自立圏形成協定の一部を変更する協定の締結について 
 平成27年10月５日、むつ市と締結した「定住自立圏の形成に関する協定」の
地域内外の住民との交流及び移住促進に関する取り組みに『婚活支援の推進』を
加えるもの。 



  

  

                                  

                                  

                                 

                            

会  計 補正前 補正額 計 

一 般 会 計 

25 億 7552 万 5千円 3151 万 7 千円 26 億 704 万 2千円 

・障害者自立支援システム改修業務委託費       144 万 3 千円 

・佐井村保育所への指定管理料、広域入所委託料（大間町） 634 万 4 千円 

・医療機関等建設に係る用地購入費         1085 万 4 千円 

・給与改定に伴う人件費（給料、手当、共済費等）の増額     など 

特 

別 

会 

計 

簡易水道 
8003 万 4千円 138 万 4 千円 8141 万 8千円 

・給与改定に伴う人件費の増額など 

下 水 道 

1 億 8296 万 4千円 △2000 万 2 千円 1 億 6296 万 2千円 

・給与改定に伴う人件費の増額 

・公共下水道、集落排水事業の消費税の確定に伴う増額 

・牛滝地区漁業集落排水施設整備事業の不採択による減額 

介護保険 
2 億 8971 万 7千円 2696 万 4 千円 3 億 1668 万 1千円 

・通信運搬費、保険給付費の実績見込みによる増額 

12 月定例会 

③ さい議会だより 180 号 

 
 

教
育
委
員
会 

委
員 

宮
川
由
実
子 

さ
ん 

  

佐
井
村
教
育
委
員
会
委
員 

宮
川
由
実
子

氏
の
任
期
が
、
平
成
29
年
12
月
19
日
で

満
了
す
る
こ
と
か
ら
、
同
氏
を
再
任
す
る

こ
と
に
、
全
会
一
致
で
同
意
し
ま
し
た
。 

 
 

教
育
委
員
会 

委
員 

坂
井 

一
尚 

さ
ん 

  

佐
井
村
教
育
委
員
会
委
員 

坂
井
一
尚

氏
の
任
期
が
、
平
成
29
年
12
月
26
日
で

満
了
す
る
こ
と
か
ら
、
同
氏
を
再
任
す
る

こ
と
に
、
全
会
一
致
で
同
意
し
ま
し
た
。 

坂井一尚さん 

（牛滝） 

再任 再任 

宮川由実子さん

（大佐井） 

人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者 

熊
谷
め
ぐ
み 

さ
ん 

 

人
権
擁
護
委
員
の
東
出
竹
子
氏
の
任
期

が
、
平
成
28
年
６
月
30
日
付
で
満
了
す
る

た
め
、
新
た
な
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
と

し
て
熊
谷
め
ぐ
み
氏
を
推
薦
す
る
こ
と
に
、

同
意
し
ま
し
た
。 

固
定
資
産
評
価 

 
 

審
査
委
員
会 

委
員 

滝
本 

一
正 

さ
ん 

  

佐
井
村
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員 

滝
本
一
正
氏
の
任
期
が
、
平
成

29
年
12
月
17
日
で
満
了
す
る
こ
と
か

ら
、
同
氏
を
再
任
す
る
こ
と
に
、
全
会

一
致
で
同
意
し
ま
し
た
。 

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
と
は
… 

 

「
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
」
で

は
、
地
方
自
治
法
の
定
め
に
よ
り
、
中
立

的
・
専
門
的
な
立
場
か
ら
固
定
資
産
課
税

台
帳
に
登
録
さ
れ
た
事
項
に
関
す
る
不
服

の
審
査
・
決
定
な
ど
を
行
な
い
ま
す
。 

 

委
員
は
、
佐
井
村
の
住
民
税
の
納
税
義

務
が
あ
る
方
、
ま
た
は
固
定
資
産
の
評
価

に
つ
い
て
学
識
経
験
を
有
す
る
方
を
、
議

会
の
同
意
を
得
て
、
村
長
が
選
任
し
ま

す
。
定
数
は
３
名
で
す
。 

再 任 

滝本一正さん

（古佐井） 



「日
本
で
最
も
小
さ
く
か
わ
い
い
漁
村
」を
目
指
す 

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
周
知
を

定住自立圏の形成に関する協定

●
●
● 

日
本
で
最
も
美
し
い
村
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン 

●

●

●

     

竹
内
修
委
員 

 

日
本
で
最
も
美
し
い
村
づ

く
り
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
、

28
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

が
示
さ
れ
た
。 

 

こ
れ
に
対
し
、
村
長
は
ど

の
よ
う
な
印
象
を
受
け
た
か
。 

   

村 
 

長 

 

平
成

19
年
７
月
に
施
行

し
た
「
む
ら
づ
く
り
基
本
条

例
」
は
、
住
民
が
一
致
結
束

し
て
何
事
に
も
取
り
組
む
こ

と
を
目
的
に
制
定
さ
れ
て
い

る
。
今
回
、
産
・
官
・
民
に

よ
る
検
討
結
果
に
、
感
謝
と

敬
意
を
表
し
た
い
。 

 

プ
ラ
ン
に
は
、
す
ぐ
に
実

現
可
能
な
も
の
、
理
想
的
で

は
あ
る
が
実
施
が
難
し
い
も

の
が
あ
る
。
新
年
度
、
取
り

組
め
る
も
の
か
ら
実
施
し
た

い
。 

        
竹
内
修
委
員 

 
職
員
の
協
力
体
制
と
、
今

後
の
事
業
に
関
す
る
予
算
は
。 

   

村 
 

長 

 

事
業
の
実
施
に
は
補
助
金

や
交
付
金
等
を
活
用
し
、
全

庁
を
挙
げ
て
取
り
組
み
た
い

と
考
え
て
い
る
。 

           

        

竹
内
修
委
員 

 

プ
ラ
ン
と
実
施
事
業
に
つ

い
て
、
住
民
に
周
知
す
べ
き
。 

   

村 
 

長 

 

住
民
を
対
象
と
し
た
説
明

会
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

に
よ
り
周
知
し
、
２
０
３
０

年
ま
で
の
実
現
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
く
。 

          

                              

川
畑
委
員 

 

鳥
獣
被
害
対
策
と
し
て
、

猟
銃
免
許
を
公
費
で
取
得
さ

せ
た
こ
と
を
評
価
す
る
。
猟

銃
の
管
理
体
制
は
整
っ
て
い

る
か
。 

   

産
業
建
設
課
長 

 

現
在
ク
マ
駆
除
を
依
頼
し

て
い
る
方
々
が
高
齢
の
た
め
、

職
員
が
猟
銃
免
許
を
取
得
し

た
。
猟
銃
の
保
管
状
況
を
定

期
的
に
報
告
さ
せ
る
な
ど
、

管
理
を
徹
底
し
た
い
。 

              

   

川
畑
委
員 

 

定
住
促
進
へ
の
取
り
組
み

と
し
て
、
関
係
市
町
村
に
猟

銃
免
許
取
得
に
つ
い
て
働
き

か
け
て
ほ
し
い
。 

   

村 
 

長 

 

村
の
取
り
組
み
は
、
関
係

市
町
村
に
情
報
提
供
し
て
い

る
。
免
許
取
得
者
を
増
や
す

た
め
、
今
後
も
働
き
か
け
て

い
く
。 

             

予算・条例等審査特別委員会 

さい議会だより 180 号 ④ 

総
括
審
査 

職
員
の
協
力
体
制
と 

 
 

予
算
の
確
保
は 

補
助
金
等
を
活
用
し 

全
庁
的
に
取
り
組
む 

説
明
会
等
で 

 
 
 
 

周
知
す
る 

住
民
へ
周
知
す
べ
き 

保
管
状
況
を 

 
 
 

報
告
さ
せ
る 

関
係
市
町
村
へ 

 
 
 

働
き
か
け
を 

情
報
を 

 
 

提
供
し
て
い
る 

理
想
的
だ
が 

難
し
い
も
の
も
あ
る 

日本で最も美しい佐井村づくり 

シンポジウム（平成 29 年 11 月 13 日） 

仕掛けたわなに興味を示すクマ 



     

坂
井
委
員 

 

医
師
招
へ
い
に
向
け
た
用

地
取
得
は
、
ど
の
よ
う
な
予

定
で
進
め
る
の
か
。 

   

住
民
福
祉
課
長 

 

１
月
９
日
公
示
、
２
月

22
日
開
札
予
定
の
国
有
地

を
、
入
札
に
よ
り
取
得
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。 

             

      

落
札
し
た
場
合
、
２
月
中

に
所
有
権
移
転
手
続
き
を
し
、

関
係
者
と
の
協
議
に
入
る
。 

   

坂
井
委
員 

 

順
調
に
い
け
ば
、
平
成

30
年
度
に
は
開
業
さ
れ
る

と
期
待
し
て
良
い
か
。 

               

        

住
民
福
祉
課
長 

 

建
築
確
認
申
請
、
業
者
選

定
や
工
期
の
調
整
、
住
民
へ

の
説
明
が
必
要
で
あ
り
、
す

ぐ
に
開
業
す
る
こ
と
は
難
し

い
と
思
わ
れ
る
。 

   
坂
井
委
員 

 

開
業
し
た
医
療
機
関
に
、

仮
に
赤
字
が
発
生
し
た
場
合

で
も
、
村
は
支
援
し
な
い
方

針
か
。 

   

村 
 

長 

 

確
か
に
赤
字
が
見
込
ま
れ

る
状
況
で
は
あ
る
が
、
土
地

の
無
償
提
供
、
駐
車
場
の
整

備
な
ど
を
村
が
行
え
ば
、
資 

     

金
援
助
は
必
要
な
い
と
伺
っ

て
い
る
。 

   

坂
井
委
員 

 

赤
字
が
見
込
ま
れ
る
状
況

で
、
す
ぐ
に
経
営
不
振
で
撤

退
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ

ば
、
住
民
の
期
待
を
裏
切
る

こ
と
に
な
る
。
も
っ
と
柔
軟

に
対
応
す
べ
き
で
は
な
い
か
。 

   

村 
 

長 

 

村
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

は
、
下
北
医
療
セ
ン
タ
ー
の

会
議
で
も
報
告
し
て
い
る
。 

 
整
形
外
科
の
開
業
を
見
込

ん
で
お
り
、
村
内
だ
け
で
な

く
近
隣
市
町
村
の
方
々
に
も

利
用
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、

患
者
数
が
確
保
で
き
る
と
考

え
て
い
る
。 

 

予算・条例等審査特別委員会 

⑤ さい議会だより 180 号 

総
括
審
査 

(1915 年 大正 4月 4 月  三上剛太郎氏「三上医院」を再開） 

 1961 年 昭和 36 年 11 月  牛滝へき地出張診療所開設 

 1965 年 昭和 40 年 1 月  福浦へき地出張診療所開設 

 1966 年 昭和 41 年 5 月  長後へき地出張診療所開設 

 1967 年 昭和 42 年 7 月  歯科診療所開設（大佐井 1） 

 1969 年 昭和 44 年 6 月  三上慎蔵氏の死去に伴い、三上医院が佐井村立診療所に（大佐井 12） 

           8 月  磯谷へき地出張診療所開設 

 1971 年 昭和 46 年 4 月  一部事務組合下北医療センター設立（各施設名称変更） 

 1980 年 昭和 55 年 4 月  佐井診療所新築移転（大佐井川目 39-1） 

 1985 年 昭和 60 年 4 月  磯谷診療所廃止 

 2007 年 平成 19 年 1 月  長後診療所廃止 

 2008 年 平成 20 年 4 月  佐井診療所医科廃止 「佐井歯科診療所」に名称変更 【無医村となる】 

 2012 年 平成 24 年 4 月  佐井歯科診療所移転（大佐井 114-1：旧青い森信用金庫佐井支店） 

平
成
30
年
度
に
は 

 
 

開
業
さ
れ
る
か 

難
し
い
と
思
わ
れ
る 

資
金
は
援
助
し
な
い 

赤
字
が
発
生
し
て
も 

 

支
援
し
な
い
の
か 

住
民
の
た
め 

 
 

柔
軟
な
対
応
を 

患
者
数
の 

 
 

確
保
に
努
め
る 

入
札
に
参
加
し 

 
 
 

取
得
し
た
い 

看板や建物は、今も当時のまま残されている 



       

田
中
議
員 

 

毎
年
「
地
区
要
望
」
と
し

て
、
各
地
区
・
町
内
会
か
ら

要
望
事
項
が
提
出
さ
れ
て
い

る
。
平
成
29
年
度
の
要
望
事

項
に
、
ど
う
対
応
し
た
か
。 

                 

   

村 
 

長 

 

平
成
29
年
度
の
地
区
要
望

は
全
部
で

44
件
。
う
ち

15

件
は
要
望
ど
お
り
対
応
し
て

い
る
。 

               

   

田
中
議
員 

 

全
体
の
３
分
の
１
し
か
対

応
で
き
て
い
な
い
。 

 

法
面
の
保
護
や
側
溝
の
改

良
な
ど
、
住
民
の
生
命
を
守

る
た
め
対
応
す
べ
き
箇
所
が

先
送
り
さ
れ
て
い
な
い
か
。 

   

村 
 

長 

 

地
域
の
実
情
、
重
要
性
を

考
慮
し
、
限
ら
れ
た
予
算
の

中
で
効
率
的
・
効
果
的
に
対

応
し
て
い
き
た
い
。 

   

田
中
議
員 

 

道
路
改
良
や
漁
港
整
備
は
、

長
年
要
望
し
て
い
て
も
実
施

さ
れ
な
い
の
は
な
ぜ
か
。 

   

村 
 

長 

 

県
等
の
補
助
を
受
け
な
け

れ
ば
、
村
だ
け
で
事
業
は
実

施
で
き
な
い
。
関
係
機
関
に

働
き
か
け
、
計
画
的
に
事
業

を
実
施
し
た
い
。 

   

田
中
議
員 

 

国
道
を
含
む
村
内
の
道
路

は
陥
没
や
亀
裂
が
多
く
み
ら

れ
、
危
険
を
感
じ
て
い
る
。

村
で
は
状
況
を
把
握
し
て
い

る
か
。 

   

               

産
業
建
設
課
長 

 

亀
裂
や
路
面
の
傾
き
を
把

握
し
て
い
る
箇
所
は
あ
る
。

図
面
や
写
真
を
添
付
し
、
事

業
採
択
に
向
け
た
努
力
を
し

て
い
る
。 

  

               

田
中
議
員 

 

事
業
採
択
へ
の
要
望
は
、

書
面
に
よ
る
も
の
か
。 

   

村 
 

長 

 

書
面
に
よ
っ
て
行
う
場
合

さい議会だより180号 ⑥ 

12月定例会 

田中岩男議員 

住
民
か
ら
行
政
へ
の
要
望
事
項 

 

状
況
を
考
慮
し
事
業
を
実
施
せ
よ 

 
 
 

村
長 

― 

財
政
状
況
を
勘
案
し
な
が
ら
対
応
す
る 

 

バリケードが置かれている国道（福浦～牛滝間） 

町内会からの要望に応え、一部改良された
八幡宮への階段の手すり（大佐井側） 

44
件
の
う
ち 

15
件
は
要
望
ど
お
り 

法
面
の
保
護
や 

 
 

側
溝
の
改
良
は 

長
年
の
要
望
も 

実
施
さ
れ
な
い
の
は 

道
路
の
危
険
箇
所 

 

把
握
し
て
い
る
か 

要
望
は
書
面
だ
け
か 

重
要
性
を
考
慮
し 

 
 

対
応
し
て
い
る 

村
単
独
で 

 

事
業
は
で
き
な
い 

把

握

し

て

い

る 

直
接
訪
問
す
る 

 
 
 

場
合
も
あ
る 



も し も の 時 、 い ざ と い う 時 の た め に 

救 命 講 習 会 を 受 講 

と
、
県
等
へ
伺
っ
て
直
接
要

望
す
る
場
合
が
あ
る
。 

   

田
中
議
員 

 

可
能
で
あ
れ
ば
、
住
民
か

ら
の
要
望
に
は
一
般
財
源
を

投
じ
て
も
対
応
す
べ
き
で
は

な
い
か
。 

   

村 
 

長 

 

引
き
続
き
、
徹
底
し
た
経

費
節
減
・
自
主
財
源
の
確
保 

              

に
努
め
、
財
政
状
況
を
勘
案

し
な
が
ら
、
緊
急
性
の
あ
る

も
の
か
ら
実
施
し
て
い
く
。 

   

田
中
議
員 

 

節
減
ば
か
り
で
は
な
く
、

村
内
の
経
済
面
も
考
慮
し
、

事
業
を
実
施
す
べ
き
。 

   

村 
 

長 

 

健
全
な
財
政
運
営
に
努
め
、

事
業
の
点
検
や
見
直
し
を
し 

              

な
が
ら
、
住
民
の
要
望
に
応

え
て
い
く
。 

                            

                              

                              

                              

12月定例会 

⑦ さい議会だより180号 

平成２９年度地区要望 

倒れている人を発見！ 意識がないようです 
「すみません、救急車を呼んでください！」 

心臓マッサージは30回 

人工呼吸は２回です 

（抜粋） 

役場前から佐井小学校までの歩道の破損が著し

く、危険であるため改良を望む。 

  → 平成29年8月、改修工事が完了。 

原田腰掛八幡宮周辺の袋小路を解消してほしい。 

  → 地形的に解消は不可能。 

川目地区八右ェ門沢に堆積した土砂を撤去し、沢

水が住宅周辺にあふれないようにしてほしい。 

  → 平成29年度内に改修工事完了予定。 

見通しが悪い箇所にカーブミラーを設置してほし

い。 

  → 地域内で土地の調整ができれば可能。 

サル、カモシカ、クマによる農作物や杉への被害

を減らすため、駆除をお願いする。 

  → サル、クマは計画的に捕獲駆除を実施し 

    ている。 

長後川河口付近に堆積した土砂が漁港内に流入し

てくるため、土砂を撤去してほしい。 

  → 平成29年12月、改修工事を完了。 

福浦川河口付近に堆積した土砂が漁港内に流入し

てくるため、土砂を撤去してほしい。 

  → 県民局との協議を要する。 

治山工事により設置した側溝が度々あふれてくる

ため、早急な対応を望む。 

  → 改良に向けた検討をするが、地域の方々 

    でも定期的な清掃をお願いする。 

緊
急
性
あ
れ
ば 

 
 
 
 

対
応
す
る 

一
般
財
源
で
の 

 
 
 
 
 

対
応
は 

経
済
効
果
も 

 
 
 

考
慮
す
べ
き 

財
政
の 

 
 

健
全
化
を
図
る 

 

12
月
６
日
（
水
）、
定
例
会
１
日
目
の
会
議
終
了
後
、

消
防
セ
ン
タ
ー
２
階
で
行
わ
れ
た
「
救
命
講
習
会
」
を
議

員
６
人
が
受
講
し
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用

し
た
心
肺
蘇
生
法
を
学
び
ま
し
た
。 

 

佐
井
村
議
会
と
し
て
は
、
平
成
20
年
12
月
以
来
の
受

講
と
な
り
ま
し
た
が
、
万
が
一
に
備
え
、
声
を
掛
け
合
い

な
が
ら
真
剣
に
取
り
組
み
ま
し
た
。 



       

山
口
議
員 

 

「
津
軽
海
峡
文
化
館
ア
ル

サ
ス
周
辺
賑
わ
い
空
間
創
出

事
業
」
は
、
将
来
的
に
ア
ル

サ
ス
を
道
の
駅
に
す
る
こ
と

を
想
定
し
た
事
業
か
。 

                 

   

村 
 

長 

 

こ
の
事
業
で
は
、
ア
ル
サ

ス
内
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設 

                 

置
、
観
光
船
切
符
売
り
場
の

移
設
、
地
場
産
品
販
売
市
場

の
開
設
、
24
時
間
利
用
で
き

る
公
衆
ト
イ
レ
の
設
置
な
ど

を
計
画
し
て
い
る
。 

 

地
域
創
生
拠
点
整
備
交
付

金
に
よ
り
実
施
し
、
道
の
駅

と
し
て
の
体
制
が
整
い
、
条

件
が
合
え
ば
登
録
申
請
を
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。 

   

山
口
議
員 

 

以
前
か
ら
、
行
政
、
指
定

管
理
者
を
交
え
、
ア
ル
サ
ス

内
の
テ
ナ
ン
ト
業
者
と
話
し

合
い
を
す
べ
き
と
言
っ
て
き

た
が
、
話
し
合
い
は
さ
れ
た

か
。 

   

   

村 
 

長 

 

会
議
な
ど
は
、
ま
だ
開
催

し
て
い
な
い
。 

   

山
口
議
員 

 

テ
ナ
ン
ト
の
冬
季
休
業
や

営
業
時
間
な
ど
の
課
題
が
解

消
で
き
な
け
れ
ば
、
道
の
駅

へ
の
登
録
は
難
し
い
と
思
う

が
。 

   

村 
 

長 

 

テ
ナ
ン
ト
関
係
者
の
現
状

と
将
来
展
望
を
確
認
し
、
改

善
策
を
見
出
し
た
い
。 

 

                  

山
口
議
員 

 

道
の
駅
が
地
域
振
興
に
果

た
す
役
割
は
大
き
い
。
早
期

に
対
応
す
べ
き
。 

 

        

                 

村 
 

長 

 

関
係
者
と
協
議
し
、
早
め 

に
対
応
し
た
い
。 

  

12月定例会 

さい議会だより180号 ⑧ 

山口捷夫議員 

ア
ル
サ
ス
周
辺
賑
わ
い
空
間
創
出
事
業 

 

環
境
を
整
え
「
道
の
駅
」
登
録
を 

 
 
 

村
長 

― 

関
係
者
と
協
議
す
る 

 

道
の
駅
へ
の
登
録 

 
 

難
し
い
の
で
は 

体
制
が
整
え
ば 

 
 

登
録
申
請
す
る 

関
係
者
と
の 

 
 
 

話
し
合
い
は 

道
の
駅 

 

地
域
振
興
に
期
待 
課
題
の
改
善
を
図
る 

実
施
し
て
い
な
い 

早
め
に
対
応
す
る 

野菜の苗などを求める人でにぎわった「アルサス市」 

（平成29年5月13日） 

24時間使用できる公衆トイレを建設中 



   

山
口
議
員 

 

平
成
28
年
６
月
定
例
会
で
、

し
お
さ
い
公
園
に
桜
を
植
樹

で
き
な
い
か
質
問
し
た
が
、

町
内
会
な
ど
の
団
体
が
実
施

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
の

回
答
だ
っ
た
。 

 

今
回
の
し
お
さ
い
公
園
の

整
備
事
業
に
、
植
樹
は
計
画

さ
れ
て
い
る
か
。 

   

村 
 

長 

 

植
樹
に
あ
た
っ
て
は
、
公

園
や
駐
車
場
の
障
害
と
な
ら

な
い
よ
う
配
慮
す
る
必
要
が

あ
る
。
ま
た
、
管
理
体
制
の

確
立
も
重
要
で
あ
る
こ
と
な

ど
か
ら
、
今
回
は
計
画
し
て

い
な
い
。 

   

山
口
議
員 

 

同
じ
く
、
隣
接
す
る
土
地

（
旧
新
聞
店
前
）
の
一
部
未 

               

舗
装
部
分
の
舗
装
ま
た
は
緑

化
整
備
を
要
望
し
て
い
た
が
、

土
地
を
所
有
す
る
県
と
の
協

議
は
さ
れ
た
の
か
。 

   

村 
 

長 

 

現
段
階
で
は
、
舗
装
を
必

要
と
す
る
明
確
な
理
由
が
な

い
た
め
、
緑
化
整
備
を
含
む

利
活
用
計
画
の
策
定
を
進
め

る
。 

  

                  

山
口
議
員 

 

植
樹
、
緑
化
整
備
は
今
後
、

「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」

の
環
境
整
備
の
一
環
と
し
て

実
施
で
き
な
い
か
。 

   

村 
 

長 

 

「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」

の
取
り
組
み
と
し
て
検
討
す

る
。 

   

山
口
議
員 

 

し
お
さ
い
公
園
内
の
「
わ

ん
ぱ
く
広
場
」
に
設
置
さ
れ

て
い
る
伊
勢
屋
多
賀
丸
の
漂

流
軌
跡
を
示
し
た
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
が
損
傷
し
て
い
る
た
め
、

合
わ
せ
て
改
修
で
き
な
い
か
。 

   

村 
 

長 

 

平
成
30
年
度
以
降
、
対
応

し
た
い
。 

   

山
口
議
員 

 

多
賀
丸
の
船
員
が
、
日
本

と
ロ
シ
ア
の
交
流
に
果
た
し

た
功
績
は
大
き
い
。
先
人
の

活
躍
に
誇
り
を
持
ち
、
後
世

に
伝
え
て
い
く
の
が
村
の
役

割
で
は
な
い
か
。 

    

   

村 
 

長 

 

多
賀
丸
を
は
じ
め
三
上
剛

太
郎
先
生
の
功
績
な
ど
、
ほ

か
に
は
な
い
素
晴
ら
し
い
も

の
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
。 

12月定例会 

⑨ さい議会だより180号 

木製の「漂流図」には破損や落書きが見られる 

大

切

に

し

た

い 

未舗装となっている漁港整備で生じた土地 
（旧新聞屋おおぎや前） 

計
画
し
て
い
な
い 

利
活
用
計
画
を 

 
 
 
 

策
定
す
る 

検

討

す

る 
平
成
30
年
度
以
降 

 
 
 
 

対
応
す
る 

し
お
さ
い
公
園
に 

 
 
 

桜
の
植
樹
は 

周
辺
の
緑
化
整
備
は 

「
美
し
い
村
」
で 

 
 
 

環
境
整
備
を 

多
賀
丸
船
員
の
功
績 

後
世
に
伝
え
る
べ
き 

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
も 

 
 
 

改
修
す
べ
き 



 若い人も高齢者も安心できる年金を求める 
 意見書採択の陳情 
 

【陳 情 者】 全日本年金者組合青森県本部 執行委員長 千代谷 邦弘 

【審査結果】 採 択 

【付託委員会】 総務産業常任委員会 

【陳情の趣旨】 ワーキングプアの拡大が国民年金の未納者を増大させ、若い人たちが将来的に

無年金・低年金となることが懸念されている。また、現在年金を受給している

高齢者の生活を守るため、「年金カット法」の実施や支給開始年齢の引き上げ

をやめ、国庫負担による最低保障年金制度の実現を求める。 

【採択の理由】 本来、年金は今以上に支給し、若い人も高齢者も老後を安心して送ることが大事

であると考えるため。 

採択された意見書 

道
路
整
備
予
算
の
拡
充
及
び
道
路 

整
備
に
係
る
補
助
率
等
の
嵩
上
げ 

措
置
の
継
続
を
求
め
る
意
見
書 

 

【議員発議】 
       

佐
井
村
の
地
勢
は
急
峻
で

平
坦
地
が
少
な
く
、
ほ
と
ん

ど
が
山
地
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

海
岸
線
に
沿
っ
て
集
落
が
点

在
し
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
集
落
を
結
ぶ
道
路
と

し
て
国
道
３
３
８
号
が
整
備

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
断
続
的

に
狭
隘
な
箇
所
が
多
く
、
さ

ら
に
急
勾
配
や
急
カ
ー
ブ
が

続
く
こ
と
か
ら
、
早
期
の
道

路
改
良
が
強
く
村
民
か
ら
望

ま
れ
て
お
り
、
よ
り
一
層
の

改
良
促
進
が
喫
緊
の
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

 

こ
れ
ら
の
道
路
工
事
に
あ

た
っ
て
は
、
そ
の
財
源
確
保

が
最
も
重
要
で
あ
り
、
こ
の

財
源
に
対
す
る
措
置
と
し
て

｢

道
路
整
備
事
業
に
係
る
国
の

財
政
上
の
特
別
措
置
に
関
す

る
法
律｣

（
以
下
、
道
路
財
特

法
）
の
規
定
に
よ
る
補
助
率

の
嵩
上
げ
措
置
が
あ
り
ま
す 

      

が
、
こ
の
措
置
は
こ
れ
ま
で

青
森
県
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と

地
方
の
道
路
整
備
に
お
い
て

も
多
大
な
る
寄
与
を
果
た
し

て
い
ま
す
。 

 

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
道

路
財
特
法
に
よ
る
嵩
上
げ
措

置
は
平
成
29
年
度
ま
で
の
時

限
措
置
で
あ
り
、
こ
の
ま
ま

期
限
切
れ
と
な
れ
ば
、
道
路

整
備
の
た
め
の
地
方
の
財
政

負
担
が
増
加
す
る
こ
と
と
な

り
、
そ
の
進
捗
が
一
層
の
遅

滞
を
招
く
と
と
も
に
、
地
方

創
生
及
び
国
土
強
靱
化
の
推

進
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え

る
と
考
え
ら
れ
、
地
方
自
治

体
に
と
っ
て
は
死
活
問
題
に

な
り
か
ね
ま
せ
ん
。 

 

よ
っ
て
、
国
に
お
い
て
は
、

来
年
度
以
降
も
迅
速
か
つ
着

実
な
道
路
整
備
を
推
進
す
る

た
め
、
次
の
措
置
を
講
じ
ら

れ
る
よ
う
強
く
要
望
し
ま
す
。       

記  

１
、
道
路
整
備
に
必
要
な
予

算
の
拡
充
を
図
る
こ
と
。 

２
、
道
路
財
特
法
の
規
定
に

基
づ
く
補
助
率
等
の
嵩
上
げ

措
置
に
つ
い
て
、
平
成
30
年

度
以
降
も
継
続
す
る
こ
と
。 

  
◎
提
出
先 

衆
議
院
議
長 

 
 
 

大 
島 

理 

森 

殿 

参
議
院
議
長 

 
 
 

伊 

達 

忠 
一 

殿 

内
閣
総
理
大
臣 

 
 
 

安 

倍 

晋 

三 

殿 

財
務
大
臣 

 
 
 

麻 

生 

太 

郎 

殿 

国
土
交
通
大
臣 

 
 
 

石 

井 

啓 

一 

殿 

   

                              

                              

                              

12月定例会 

さい議会だより180号 ⑩ 

 

衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣へ提出しました 



ふ
る
さ
と
は
遠
き
に
あ
り
て
思
ふ
も
の 

 
 

 

～ 

東
京
佐
井
同
郷
会 

～ 

派
遣
議
員
代
表 

田 

中 

岩 

男 

議員が選挙区内の人にお金や物を送ることは法律で禁止されています 

 １．本人ではなく、代理の人が出席する場合の結婚祝 

 ２．本人ではなく、代理の人が出席する場合の香典 

 ３．葬儀への供花 

 ４．落成式、開店祝などの花輪 

 ５．入学祝、卒業祝 

 ６．病気見舞 

 ７．お中元、お歳暮 

 ８．お祭りへの寄付や差し入れ 

 ９．町内会の集会や催し物への寸志、飲食物の差し入れ 

 10．地域内の運動会、スポーツ大会への飲食物などの差し入れ  など 

 寄付をしたり、寄付を受け取ったりして「公職選挙法」に違反し処罰されると、公民権停止の対
象となります。公民権が停止されると、その期間中は選挙に立候補することも、投票することもで
きなくなります。 
 みなさんのご理解とご協力をお願いいたします。 

任期満了に伴う佐井村長選挙、佐井村議会議員補欠選挙が 

月 日（日）に予定されています 
 

 
 

      

平
成
29
年
11
月
25
日
、

東
京
都
千
代
田
区
「
居
酒
屋

跳
人
」
で
開
催
さ
れ
た
東
京

佐
井
同
郷
会
に
、
竹
内
議
長

と
と
も
に
出
席
し
た
。 

 

奥
本
陽
一
会
長
を
は
じ
め
、

会
員
約
70
人
、
東
京
県
人
会

か
ら
塩
谷
事
務
局
長
、
佐
井

村
か
ら
樋
口
村
長
、
田
名
部

参
事
・
総
務
課
長
、
佐
井
村

漁
協
の
若
山
加
工
課
長
が
出

席
し
た
。 

 

当
初
、
会
員
の
出
席
は
60

人
程
度
を
予
定
し
て
い
る
と

伺
っ
て
い
た
が
、
当
日
ま
で

に
10
人
ほ
ど
増
え
た
と
い
う

こ
と
だ
っ
た
。 

 

そ
の
た
め
か
、
開
宴
前
に

行
わ
れ
た
佐
井
村
漁
協
の
加

工
品
販
売
は
あ
っ
と
い
う
間

に
完
売
し
て
し
ま
い
、
購
入

で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
残
念

が
る
声
が
、
多
く
の
会
員
の

方
か
ら
聞
こ
え
た
。 

       

奥
本
会
長
、
塩
谷
青
森
県

人
会
事
務
局
長
、
樋
口
村
長
、

古
川
猛
佐
井
村
応
援
大
使
の

あ
い
さ
つ
に
引
き
続
き
、
指

名
に
よ
り
竹
内
議
長
が
乾
杯

の
発
声
を
し
て
開
宴
。
佐
井

村
が
用
意
し
た
お
土
産
が
会

員
に
配
ら
れ
る
と
、
懐
か
し

さ
に
歓
声
が
沸
き
、
賑
や
か

に
、
そ
し
て
和
や
か
に
時
間

が
過
ぎ
て
行
っ
た
。 

             

       

故
郷
の
話
題
で
盛
り
上
が

っ
た
と
こ
ろ
に
、
会
員
の
竹

本
純
三
さ
ん
が
用
意
し
た
太

鼓
一
式
が
会
場
に
運
び
入
れ

ら
れ
た
。
出
席
者
と
と
も
に

神
楽
囃
子
や
祭
囃
子
が
演
奏

さ
れ
る
と
、
思
い
出
話
に
な

お
一
層
花
が
咲
き
、
年
に
一

度
の
再
会
を
と
て
も
楽
し
ま

れ
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。 

              

                              

レポート 

⑪ さい議会だより180号 

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員 

渋
田
昌
平
さ
ん
の
再
任
に
同
意 

年に１度の再会（佐井会）を祝して乾杯！ 

レポート 

（欠員１） 



元気！で働く 
お年寄りを紹介 

若山ちよさん（90歳） 古佐井 

「 み ん な の お 母 さ ん 」 

              
 

 

和
２
年
、
古
佐
井
に
生
ま
れ
、 

 
 

 

９
人
兄
弟
の
４
番
目
と
し
て

育
ち
、
弟
た
ち
の
母
親
代
わ
り
だ

っ
た
と
話
す
若
山
ち
よ
さ
ん
。 

 

結
婚
当
時
は
谷
地
町
に
住
ん
で

い
ま
し
た
が
、
黒
岩
に
家
を
新
築

し
、
子
育
て
を
し
な
が
ら
で
き
る

仕
事
だ
か
ら
と
、
食
品
と
日
用
品

を
販
売
す
る
お
店
を
始
め
ま
し
た
。 

 

朝
４
時
す
ぎ
に
起
き
て
佐
井
中

学
校
近
く
の
畑
で
仕
事
を
し
、
６

時
前
に
は
戻
っ
て
家
事
を
こ
な
す
。

日
中
は
店
で
買
い
物
客
や
業
者
さ

ん
の
相
手
を
し
、
昼
寝
を
す
る
習

慣
は
な
い
と
言
う
ほ
ど
の
働
き
者
。 

 

40
年
ほ
ど
前
は
黒
岩
に
も
た
く

さ
ん
人
が
住
ん
で
い
た
し
、
中
道 

             

方
面
の
田
畑
に
出
か
け
る
人
が
、

休
憩
用
の
飲
み
物
や
お
や
つ
を
た

く
さ
ん
買
っ
て
く
れ
た
。
近
く
に

子
供
た
ち
の
海
水
浴
場
が
あ
り
、

監
視
員
を
務
め
る
保
護
者
が
使
用

す
る
道
具
を
預
か
っ
て
い
て
、
い

つ
も
子
供
た
ち
が
買
い
物
に
来
て

く
れ
た
と
、
懐
か
し
そ
う
に
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
30
代
後
半
か
ら
は
自
転

車
に
乗
り
、
緑
町
あ
た
り
ま
で
配

達
に
出
た
そ
う
で
す
。
そ
れ
を
82

歳
頃
ま
で
続
け
て
い
た
た
め
、
今

で
も
「
ま
だ
自
転
車
に
乗
っ
て
配

達
し
て
い
る
の
？
」
と
声
を
掛
け

ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
の
だ
と
か
。 

 

残
念
な
が
ら
、
買
い
物
客
も
減

り
、
ご
自
身
も
高
齢
と
な
っ
た
た

め
、
８
年
前
に
自
宅
兼
店
舗
を
改

築
。
店
を
閉
め
よ
う
と
考
え
て
い

た
と
こ
ろ
、
昔
馴
染
み
の
問
屋
さ

ん
か
ら
「
お
母
さ
ん
、
店
を
や
め

た
ら
ボ
ケ
ち
ゃ
う
よ
。
こ
っ
ち
に

来
た
ら
寄
っ
て
あ
げ
る
か
ら
続
け

て
よ
」
と
言
わ
れ
た
そ
う
で
す
。 

 

仕
事
を
続
け
て
い
ら
れ
る
の
は
、

こ
う
し
た
問
屋
さ
ん
や
、
今
で
も

注
文
に
来
な
が
ら
お
茶
飲
み
を
し

て
く
れ
る
友
人
の
お
か
げ
。
誰
か

が
訪
ね
て
来
て
く
れ
る
の
が
何
よ

り
の
楽
し
み
と
の
こ
と
で
す
。 

 
 
 

理
が
得
意
な
ち
よ
さ
ん
は
、 

 
 
 

１
人
暮
ら
し
を
し
て
い
る
弟

さ
ん
や
県
外
に
住
む
お
孫
さ
ん
に

お
か
ず
を
届
け
て
い
ま
す
。
み
な

さ
ん
、
ち
よ
さ
ん
の
「
お
ふ
く
ろ 

           

の
味
」
が
大
好
き
で
、
昨
日
も
大

き
な
鍋
に
け
ん
ち
ん
汁
を
煮
て
、

親
戚
の
方
々
に
喜
ば
れ
た
そ
う
で

す
。 

 

ま
た
、
冬
は
畑
仕
事
も
な
い
の

で
、
テ
レ
ビ
の
歌
番
組
を
見
な
が

ら
、
昭
和
歌
謡
や
演
歌
を
口
ず
さ

ん
で
い
る
そ
う
で
、「
歌
手
な
ら
、

氷
川
き
よ
し
が
好
き
」
と
、
照
れ

な
が
ら
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

規
則
正
し
い
生
活
と
医
師
の
指

示
を
守
っ
て
い
る
の
が
良
い
の
か
、 

母
も
１
０
６
歳
ま
で
生
き
た
の
で

長
生
き
の
家
系
な
の
か
。
納
豆
は

食
べ
ら
れ
な
い
け
れ
ど
、
ほ
か
は

何
で
も
食
べ
る
か
ら
元
気
で
い
ら

れ
る
の
か
な
、
と
素
敵
な
笑
顔
を

見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。 

            

         

さい議会だより180号 ⑫ 

お元気ですか！ 

◇
編
集
後
記
◇ 

 

平
成

29
年
は
、
爆
弾
低
気
圧

が
多
発
す
る
な
ど
、
大
雨
や
高
波

が
多
い
年
で
し
た
。 

 

予
報
に
よ
る
と
、
平
成

30
年

も
、
異
常
気
象
の
発
生
し
や
す
い

年
に
な
る
と
の
こ
と
で
す
の
で
、

天
災
が
起
こ
ら
ぬ
よ
う
、
住
民
の

み
な
さ
ん
に
事
故
が
な
い
よ
う
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

今
年
も
み
な
さ
ん
に
分
か
り
や

す
い
議
会
だ
よ
り
を
作
っ
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

（
田
中
） 

 

議
会
広
報
編
集
委
員
会 

 
 

委
員
長  

田
中 

岩
男 

 
 

副
委
員
長  

山
口 

捷
夫 

 
 

委 

員  

宮
川 

 

尚 

 
 

委 

員  

竹
内 

典
和 

 
 

委 

員  

川
畑 

勲
夫 

昭 

週２回、問屋さんから仕入れている品々 

（左：同居する娘の悦子さん） 

料理 


